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★☆★ごあいさつ★☆★☆★

　このところチェックしていなかったんですが、このメルマガの登録者

を数えてみたところなんと606名でした。知らない間に600人を超えて

いたんですね。まだまだ増えるような気がします。メルマガのことを知

らないお友達がいたら、ぜひ紹介してあげてください。

　メルマガといえば日本の小泉内閣がメールマガジンを出しているの

をご存知ですか。こちらは2002年の1月の登録者数227万人と桁違い

の数なんですが、その後徐々に数が減り最新号の191号では167万人に

まで減ったそうです。内閣の人気のかげりとともに登録者数も減ってき

たというわけです。「メルマガこうししつ」は読者が減らないように、

今日も元気に有用な情報をお届けします。
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●●●「動機付けってなんだろう」●●●

　「日本語教師向けの講演会をやるとしたら、どんな話が聞きたいです

か」こんなアンケートとをしたところ、「教室活動について」や「文法

の教え方」などと並んで以外に多かったのが、「学習者の動機付けにつ

いて」というものでした。なので、きょうはちょっとこの「動機付け」

について考えてみたいと思います。

　外国語の学習動機として「道具的動機（instrumental motivation）」

と「統合的動機（integrative motivation）」の二つを挙げる場合が多

いようです。「道具的動機」というのは、「日本語が話せるようになると

日系の会社に就職できる」とか、「給料が上がる」、「日本に留学できる」

などの具体的、実利的な動機のことです。これに対して「統合的動機」

は「日本人と日本語で話したい」、「日本のマンガを読んで文化を理解し

たい」といった漠然としているけれども、本人にとってはたいへんしっ

かりした動機のことです。一般に学習動機調査で選択肢に出てくるのは

こういった動機ですね。

80年代から90年代にかけて、日本の経済的な影響力がアジア、オー

ストラリア、ヨーロッパなどに広がり、たいへんな日本語学習ブームが

起こったことがあります。各地の大学で日本語を主専攻とする学科が開

設され、初等、中等教育段階で日本語を導入する国や地域も増えました。

88年から93年までの5年間で世界の日本語学習者の数が100万人近く

増えたころです。2003年までのその後の10年間で70万ほどしか増えて

いないわけですから、このときのブームがいかに大きかったがわかりま

す。これはおそらく「道具的動機付け」によって学習者が増えた例であ

るといえるでしょう。

　最近では、日本のアニメやマンガ、テレビゲーム、J-popといった日

本の歌などがブームになっているようです。日本から遠いここブラジル

でも多くの若者がアニメやマンガに触発されて日本語を学んでいます

よね。以前の経済的日本語ブームはバブルの崩壊とともにあっという間

に終わってしまいましたが、今回のこの「日本の若者文化」の影響によ

る日本語ブームは、わたしは少し長く続くのではないかと思っています。

こちらは強力な「統合的動機」ですね。

しかし、これら「道具的、統合的動機」は教師一人の力ではコントロ

ールできないことが多いように思います。経済的影響力が大きくなると

か、現代日本文化が世界中に紹介される、といった外的な要因は、教師

の日々の教室活動とはまったく次元の違う世界のことです。また、日系

の会社に就職したいと思っている、とか、日本のマンガに興味を持って

いる、といった、その学習者がもとから持っている動機も、なかなか教

師が教室活動だけで動機付けることは難しいものです。

　これに対し「内発的動機(intrinsic motivation)」と「外発的動機

(extrinsic motivation)」の二つの動機を考える立場があります。「内

発的動機」は言語に対する好奇心であるとか、話せるようになったとい

う満足感であるとか、言語を学ぶことによっておきる、教師や教室の仲

間と共同作業を行う事が楽しいといった、学習活動そのものから生まれ

てくる動機を言います。「外発的動機」はテストで100点取ったら旅行

に連れて行くとか、学習しないと親にしかられるといったような、学習

行為以外からの外発的要因に影響される動機のことです。

　「道具的、統合的動機」と違って、この「内発的、外発的動機」は、

教師が教室で、ある程度コントロールできるものではないかと、わたし

（三浦）は考えています。「はじめは親に言われてしぶしぶ日本語学校

に通ったけれども、行ってみるといろいろ面白いことが多くてだんだん

楽しくなった。日本語力もどんどん付いてきて、いまではもっとも優秀

な生徒の一人です。」なんていう例があったとしたら、それは教師がこ

の「内発的動機」と「外発的動機」を上手に使って学習者を動機付けた

よい例であるといえるでしょう。

　わたしは、ブラジルの日本語教育は「入り口の日本語」だ、というこ

とをあちこちで話しました。ブラジルで日本語を学習する場合、教養知

識程度の学習目的から、大学で日本語を学びさらに留学して、実際に仕

事でどんどん日本語を使っている人まで、たいへん幅広いタイプの学習

者がいます。しかしそれらの多くは最初日本語学校を訪れ、そこで初め

て日本語を学ぶのではないでしょうか。

物事はじめが肝心だといいます。この日本語の入り口で、日本語や日

本人、さらには日本に対して好意的な興味を持てた場合とそうでない場

合、その人のその後の日本語人生は大きく変わってくると思います。入

り口で学習者をどのように動機づけるか、たいへん重要な意味があるの

ではないでしょうか。
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動機付けの話はいかがでしたでしょうか。次回は具体的にどうのよう

に動機付ける方法があるか、一緒に考えてみたいと思います。ご期待く

ださい。

メルマガ「こうししつ」では皆さんのご意見、お便りをお待ちしてい

ます。ご意見・ご質問は　prof@fjsp.org.br

　電話11-3288-4971
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国際交流基金サンパウロ日本語センター講師室

メルマガ「こうししつ」発行責任者　三浦多佳史

ポルトガル語　遠藤クリスチーナ麻樹

みうらのサイト
日本語を学ぶ人と日本語使って日本を研究している人
のための情報のページ
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
「メルマガこうししつ」バックナンバーを公開中
是非一度ご覧下さい
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